
◆ 馬寮東方地区の調査一第２９８次

１．はじめに

平城宮の第一次大極殿の西、馬寮との間には周囲を築

地塀で囲われた大規模な区画があり、馬寮東方地区と仮
称している。平城宮跡発掘調査部では、この馬寮東方地

区について継続的な発掘調査を行なってきた。最初の第

3 7次調査( 1 9 6 7年）では、南辺の掘立柱塀と東西に庇が付
く南北棟礎石建物S B5 3 0 0 の南半部を検出した。第５２次調

査（1 9 6 8年）と第6 3次調在( 1 9 7 0年）では、西辺と北辺の

築地塀を確認した。次いで第1 9 4 次調査（1 9 8 8 年）では
S B5 3 0 0全体を調査し、柱間寸法が約4 . 2ｍ（１４尺）で桁行

が2 1 間、全長が9 0 ｍ近くにもおよぶ長大な南北棟礎石建

物であることが判明した。第1 9 1 - 1 3次調査（1 9 8 9年）で

は区画の西辺部に礎石建物の一部である南北方向の布掘
りと1 4 尺間隔に並ぶ礎石根石２ヶ所を検出した。第2 3 9 次

調査( 1 9 9 3 年) では中央部に正殿と思われる東西棟礎石建

物SB15 7 5 0を発見した。SB15 7 5 0は南の庇を確認したが、

北にも庇が付くものと考えられる。この調査では三彩小

塔の一部となる黄軸六角形屋蓋が出土した。これは正倉

院伝存のものと同じで、平城宮で出土したのはこの1 点の

みであり、馬寮東方地区の特殊な性格をうかがわせる。

第2 4 4 次調査( 1 9 9 3 年）では、正殿の北に南北に庇を持つ

東西棟礎石建物S B 1 6 3 2 0 の一部を検出し、これは後殿と

考えられる。この結果、この地域は正殿を中心として、

北に後殿、東西に脇殿を配するという施設であることが

判明した。これら４棟の礎石建物は、すべて柱筋に「布
掘り」の基礎地業をした後に礎石を据えて建物を建てる

工法と、柱間寸法が桁行方向は1 4 尺、梁間方向は1 0 尺で

ある点で共通している。建物配置とも合わせて、ここが

特殊な性格を持つ一画であると推定でき、『続日本紀』に
記載のある「西池宮」の可能性が指摘されていた。

今回の調査地は、西脇殿東半の南半部がかかる地域に

あたる。西脇殿は第1 9 1 - 1 3 次調査でその一部を検出して
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いるとはいえ、第3 7 次調査区では明確な形では確認して
いない。しかし、第3 7 次調査区では南北方向のバラス列

S X 5 3 3 3 をS B 5 3 0 0 と南端を揃える形で検出しており、こ

れが西脇殿関連の遺構であると考えられた。今回の調査

は西脇殿の規模を推定するとともに、正殿の東西規模を
確定することと、周辺の状況を明らかにすることを目的
として行なった。当初の而積は約8 8 0 , 2 で、３７次調査区

に2 2 0 , 2 の拡張区を設け、合計1 1 0 0 , 2 となった。調査期
間は1 9 9 9 年１月７日～３月2 2 日である。

２．検出した遺構

西脇殿S B 1 B OOO調査区西半で、南北方向の布掘りを

３条検出した。束の２条は幅約2 . 5 ｍで、中軸線問の距離

は約３ｍ( 1 0 尺）ある。布掘りの内側には、拳大のバラス

を一而に敷きつめている。その西側、調査区の西端には、

約６ｍ( 2 0 尺）の間隔を侭いて布掘りとバラスを部分的に

検出した。この３条の布掘りは第1 9 1 - 1 3 次調査で検出し

た布掘りと一連のものであることはほぼ確実であり、前
者は東の側柱､ 入側柱と西入側柱で､ 後者は西側柱にあた

る。これによって、西脇殿は東脇殿S B 5 3 0 0 と同じく、東

西に庇を持ち、柱間寸法は桁行方向が1 4 尺、梁間方向は

1 0 尺の礎石建物であることが判明した。西接する第５２次

調査区では、西雨落溝と考えられる南北溝を検出してい

る。なお、西脇殿には第1 9 3 - 1 3 次調査で既にS B1 3 5 2 0 と遺

構番号を付しているが､ 今回新たにS B 1 8 0 0 0 と番号を付け
直した。

S B 1 8 0 0 0 は南北端ともに調査区外に延びており、建物

の規模を推定するため、南接する第3 7 次調査区を再発掘

した。その結果、S X 5 3 3 3 は西脇殿の東側柱と入側柱のバ

ラス列および布掘りであることを確認するとともに、南

妻の布掘りも検出した。すなわち、S B 5 3 0 0 とS B 1 8 0 0 0 は

南妻を揃えることが判明したのである。北はまだ調査し

ていないので不明であるが、西脇殿S B 1 8 0 0 0 は東脇殿
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S B 5 3 0 0 と正殿S B 1 5 7 5 0 をはさんで対称の配置にあること

から、束脇殿と同じく桁行2 1 間の長大な南北棟建物であ

る可能性が高い。第6 3 次調査区では、北と西の雨落溝と
推定される溝を検出しており、この想定を裏づける。

今回の調査区は全体的に削平が著しく、布掘りは深さ
約５c mほどしか残っていない。検出したバラスは底に敷
きつめていたものがかろうじて残っている状況で、礎石

の位置を示す根石は失われている（図2 7 ) 。布掘りの埋土
からは平城宮土器Ⅱ～Ⅲ古段階の須恵器杯B 蓋が出土し

た。SB18000の布掘りの幅は約2. 5ｍあり、SB5300が約
1 . 5ｍであるのに対･してかなり広く、かつSB530 0では底に
バラスを敷いていないなど、地業の施工法に違いがある

が、これは工法差として理解できる。

なお、西入側柱の布掘りの西には径約１ｍの石が水路

に落とし込まれた状況であり、これは礎石であろう。石

のすぐ北東には土坑S K 5 3 2 9 があり、これは西入側柱の布

掘り内で、南から４間目の柱位置にあたる。S K 5 3 6 9 は本

来この位置にあった礎石を抜き取った穴であると考えら

れる。建物の時期は、出土した瓦と土器などから、奈良

時代前半に建てられ、その後奈良時代を通じて存続して
いたと考えられる。

正殿S B 1 5 7 5 0 調査区東北隅で、南北方向の布掘りを

検出した。これは第2 3 9 次調査で検出したS B 1 5 7 5 0 西妻の

布掘りの西南角にあたり、東西５間の規模であることが

確定した。削平が著しく、検出面には径約３c mのバラス

や瓦が敷きつめてあるが、礎石根石は残っていない。布
掘りは深さ約2 0 c m残っており、版築屑は３層確認できた

( 図2 6 ) 。底に１層版築土を積んだ上に完形に近い平瓦を

一面に敷いており、これは根固めであろう。布掘り内か

らは平城宮土器Ⅱの須恵器杯B 蓋が出土した。西約2 ｍに

は西雨落溝S D 1 8 0 1 5 があるが、南雨落溝は削平のため失

われている。

S B 1 B O1 0 S B 1 5 7 5 0 の西にある南北棟掘立柱建物。今

回はその南端1間分を検出した。南妻がS B1 5 7 5 0 の南側柱
列に揃い、約６ｍ( 2 0 尺）の距離にあることから、密接な

関係があると思われる。柱間は桁行が2 . 4 ｍ（８尺) 、梁間
が2 . 5 5ｍ( 8 . 5 尺) ｏ桁行が仮に5間であるとすると、桁行総

長は4 0 尺となり、これはS B 1 5 7 5 0 が南北に庇が付くとし

た場合の梁間総長に一致する◎ 西側柱の西８尺には柱筋
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を揃える柱穴がさらに1 個あり、西に庇が付く可能性もあ

る。妻柱には径約１０c mの柱根が残る。

ＳＤ１７ｇｇＢＳＢ１８０００の東方にある南北溝。幅約6 0ｃｍ、

深さは北では約1 0 ｃｍを測るが、南は浅くなり、途中で削

平のために消失する。消失部には石の抜取状の小穴が並

び、石組満であった可能性もある。S B 1 8 0 0 0 との距離は

約4 . 5 ｍで、雨落溝としては離れすぎており、排水路か。
埋土から軒丸瓦6 2 2 5 Ａが出土した。

S A 1 BO2 0 S B 1 8 0 0 0 の東方にある掘立柱南北塀。３間分

検出した。柱間は５～６ｍと、一定しない。第1 9 4 次調査

区でも、対応する位置に建物の束妻とみている柱穴列が

あるo S A1 8 0 2 0はS B1 8 0 0 0の足場穴としては離れすぎて

おり、かつ全面には通らない。第1 9 4 次調査区では正殿を

中心とした範囲に設けられているので、目隠し塀的な機

能を想定しておくが、第一次朝堂院地区で検出した様な
騎射行事に用いた馬場の柵という可能性もある。

ＳＢ１７ｇ９０ＳＢ１８０００の東方にある南北棟掘立柱建物。

桁行は４間で、妻柱はない。柱間は桁行が2 . 8 5ｍ( 9 . 5 尺) 、

梁間が4 . 5 ｍ( 1 5 尺) 。方位は北でやや西にふれており、仮

設的な建物であろう。

S B 1 7 g g 5 S B 1 7 9 9 0 に重なる位侭にある南北棟掘立柱

建物。桁行４間で、妻柱はない。柱間は桁行方向は一定

せずに2. 85～3. 3ｍ( 9. 5～11尺) 、梁間が3. 9ｍ（13尺）で、

柱穴の大きさはＳＢ１７９９０に比べて小ぶりである。

S B1 7 9 9 0 同様､ 方位は北でやや西にふれている。S B1 7 9 9 0

とS B 1 7 9 9 5 の前後関係は不明であるが、仮設的な建物を

建て替えたものと考えられる。

ＳＸ１ＢＯＯ１～1ＢＯＯ６ＳＢ17 9 9 0 . 1 7 9 9 5の周辺には、建物

にまとまらない柱穴がいくつかある。形態は、S X l 8 0 0 1 ～

18004の様な長楕円形と、ＳＸ18005 . 1 8006の不整円形が
あるが、すべて柱抜き取り痕を持つ。S X 1 8 0 0 4 は細長い

掘形の中に２本の柱を立てた痕跡が残る。この場所は正

殿の前面で、東西脇殿にはさまれた広場にあたることか

ら、S X 1 8 0 0 1 ～1 8 0 0 6 は儀式の際に立てた旗竿の柱穴であ

る可能性がある。

同様の柱穴は、壬生門北方の第2 1 6 次調査（『1 9 9 0 年度

平城概報! ）でも検出している。第2 1 6 次調査区は壬生門

を入ったすぐ北側、東西を式部省と兵部省にはさまれた

広場にあたり、中軸線をはさんで東西対称に旗竿の柱穴
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表４第２９８次調査出十万連類集計表が並ぶ。S X 1 8 0 0 1 ～1 8 0 0 6 に関しては、中軸線で折り返し

た東側の位置は第1 9 4 次調査区と第2 3 9 次調査区の間の未

発掘地にあたり、東側にも同様に柱穴が並ぶかは不明で

ある。ただし、S X 1 8 0 0 6 については第3 7 次調査区で対応

する穴を検出している。

S A 1 B O3 0 ・１８０３５調査区東辺にあるＬ字形の塀。南

北塀S A 1 8 0 3 0 は柱穴を検出していない部分もあるが、柱

間は2 . 7 ｍ（９尺）に割り付けられ、５間になると思われ

る。南端で東西塀S Al 8 0 3 5に連なる。S A1 8 0 3 0は第23 9次

調査で検出した南北塀S A 1 5 7 6 9 と正殿をはさんで対称の

位置にある。

その他、S D1 7 9 9 8 の西には数基の土坑が南北に並ぶ。

いずれも埋土の下層には有機物を含んだ暗茶褐色の土層

が堆積し、塵芥処理川の土坑と考えられる。

S D 1 5 7 6 B 調査区を東西に横切る古墳時代の流路。西

半は整地土と布掘りの下にあり、全体は検出していない。

調査区東辺部では１条であるが、西壁付近では数条の流

れが認められ、流路を何度も変えていたようだ。両壁で、

古墳時代の小型丸底壷が出土した。

2９
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れまで詳細が不明であった馬寮東方地区の西脇殿が確か

に存在し、しかも東脇殿S B 5 3 0 0 と同規模の、東西庇付で

桁行が2 1 間という長大な南北棟礎石建物である可能性が
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〔
し
？
．
（
し
頂
型
？

１
１
１
１
１
４

|馬,6富

八
Ａ
？
。
凡
八
Ａ
八
Ｃ

ｉｍｆ瓦３

6 2 2 5

0.1ｋｇ
１

628 5

6291
6301

型式不明

獅丸瓦i 1I ． ９

一
一

521. 1ｋｇ
6. 429

奈文研年報／1 9 9 9 - Ⅲ２７

今回の調査で出土した遺物は極めて少ない。これは、

遺構面が大きく削平されていることによるものであろう。

瓦は表４に集計を載せておいたが、軒丸瓦が2 9 点、軒平

瓦が９点あり、Ⅱ～Ⅲ期のものが中心である。土器は、

S B 1 8 0 0 0 の布掘りとその周辺の整地土から平城宮土器Ⅱ

～Ⅲ古段階のものが出土し、この地域の建物の造営年代

を知る上で注目される。他には、S B l 8 0 0 0 東方の広場に

ある土坑S K 1 8 0 1 1 から神功開宝が１点出土した。

なお、第3 7 次調査区で検Ｈ１した土坑S K 5 2 8 3 からは5 5 0

個体以上の土器が出土した。これらの土器はほとんど全
てが須恵器であり、その中でも杯Ｂ蓋が主体を占める。

この様な構成の土器群は平城宮・京内では例をみないも

のであり、後に別項を設けてここで合わせて報告する。

0.5kｇ
２

非常に高くなった。第3 7 次調査の成果は既に概報で簡単

な分析がなされている（『平城宮第3 5～３７．４０．４１次調査

概報』）が、検出した遺構を再検討してみると、S B 1 8 0 0 0

の他にもこの地区に関連する施設が新たにいくつか指摘

できる（図2 8 ) 。これらについては、今回新たに遺構番号

を付し、ここで報告することとする。

まず、南限の施設に関しては、南辺の基幹排水路

S D5 2 8 0 のすぐ南にS A 5 2 7 0 があり、そのさらに南方には

S A 5 2 6 0 と計２条の掘立柱塀がある。S A 5 2 7 0 については

柱穴も小さく、仮設的な塀と考えられ、S A 5 2 6 0 がある時

期の南限の区I I l I i 施設であろう。S A5 2 6 0は一部未発掘区に

かかるため、全体を調査したわけではないが、当然検出

できる位憧に柱穴を見つけていない部分がある。ここは、

ちょうど正殿S B l 5 7 5 0 の南面にあたることから、この場

所に既に削平されていて遺構としては検出できなかった

ものの、礎石建ちの門があったと考えられる。門の規模

は、柱穴のない範囲から東西５間と推定される。柱間は、

後述する南面築地S A 5 2 6 5 心上に東西に約３ｍ間隔で並ぶ

小穴列があり、これを足場穴とするならば、桁行方向は

1 0 尺にとれる。梁間方向については不明。

また、S A5 2 6 0の北約2 . 5ｍには柱間が約2 . 7ｍ（９尺）の

掘立柱塀S A 5 3 4 0 がある。この塀は柱穴の大きさが約0 . 3 ｍ

ほどしかなく、調査区西半分では南方約1 . 5 ｍに柱筋を揃

えた柱穴列がさらにあることから、築地の寄柱か添柱で

ある可能性が高い。即ち、この一画は南而の閉塞施設も

築地なのであり、SS5321( SA5340を改称)を北､SS5321
を南添柱（寄柱）とする基底幅6 尺程度の築地S A 5 2 6 5 を

新たに想定する。掘立柱塀S A 5 2 6 0 は築地S A 5 2 6 5 に先行

する仮設的なものであろう。ＳＡ５２６５は南門部分では

S S 5 3 2 1 を検出しておらず、築地にも礎石建ちの南門が開

ｊｌＩＩｌｔ
点数

３．出土遺物

166.9ｋｇ
1. 907



くと考えられる。しかし、掘立柱塀から築地への改修時

に南門はそのまま存続したのか、位置をずらして建て替
えたのかを判断する材料は全くない。

S B5 3 0 0 の西には、東西棟掘立柱建物S B5 3 1 0 の東半分

に重なる位置に、３条の東西溝と２条の南北溝が連なる

S D5 2 9 3と１条の南北溝S D5 2 7 7がある。これらの溝を合
わせると、方形の区画で南に張り出しがある形となる。

これは、ＳD5 2 7 7 . 5 2 9 3を地覆石抜き取り溝とする、南面
に階段がある礎石建ち基壇建物であると考えられ、新た
にSB5305とする。SB5305の基埴西辺は正殿SBl 5750の東

妻と筋を揃え、両者の距離は約3 0 ｍ（1 0 0 尺）となる。基

壇の南辺、北辺は、それぞれS B 5 3 0 0 の南から2 間目、４

間目の柱筋にほぼ揃える。東辺は後殿S B1 6 3 2 0 が東西１１

間とすれば、その東妻に揃う。こうした計画的な配置が
想定できることからも、ここに基壇建物があった可能性

は高い。なお、S B5 3 0 5 と中軸線をはさんで西の対称の位
置には浅い落ち込みS X 5 3 0 8 があり、これは基壇の掘込地
業で、ここにも同規模の建物が存在していたと推定され

る。この様な東西に並立する小規模な基壇建物は、第二

次朝堂院南門の南方の広場でも検出している（『1 9 9 5 平城
概報』) 。ここの広場でも儀式用の旗竿を立てたとみられ

る柱穴列を検出しており、馬寮東方地区との類似性がう
かがわれ、興味深い。

西脇殿S B1 8 0 0 0の南には、西を揃える形でS D5 2 8 0に架

かる橋S X 5 3 3 0がある。東脇殿S B5 3 0 0の南にも２個の東
西方向の柱穴列S X 5 2 5 4 があり、全体は検出していないも

のの、ここにもS D 5 2 8 0 に架かる橋があったと思われる。

多量の土器を出土した土坑S K 5 2 8 3 は橋脚の抜取穴であ
ろう。

遺構の変遷これまで分析してきた様に、馬寮東方地区
には４棟の大きな礎石建物が建ち並ぶことが明らかとな

った。東脇殿S B5 3 0 0 については、基垣北部を横切る東西
溝との関係から３期にわたる変遷が想定されているが、

正殿SB15750、後殿SB16320、西脇殿SB18000については

未調査部分が多いために不明である。南面の区画施設は、

まずS A5 2 7 0で閉塞した後にS A5 2 6 0を作り、次いで築地

塀S A 5 2 6 5 に改作した。西、北面築地については、先行す
る掘立柱塀の有無や構築時期に関する判断材料に乏しい。

礎石建物の建設は、整地土や布掘りから出土した土器
および瓦の年代から、奈良時代当初まで遡るものではな

2 ８奈文研年報／1 9 9 9 - Ⅲ

く、ある程度時期をおいてから建てたものと考えられる。

布掘り埋土の出土土器から、正殿の建設は西脇殿に先行
する可能性があるが、天平年間前半代には既にこの地域

は整備された状況になっていたものであろう。これらの

礎石建物の廃絶時期は不明であるが、建物と重なる遺構
を検出していないことから、奈良時代を通じて建ってい

たものと考えられる。S B 5 3 0 5 に関しては掘立柱建物
S B 5 3 1 0 と重複しており、前後関係は不明であるが、存続
時期はやや短かったのであろう。

なお、S B1 8 0 0 0 の北端部が想定される位憧には第6 3 次

調査でS B6 4 8 7 . 6 5 0 0の2棟の南北棟掘立柱建物を検出し

ており、S B6 5 0 0は奈良時代中頃､ S B6 4 8 7は奈良時代末の
時期とされている（『学報皿｣ ) 。しかし、両建物ともに北

面築地SA6510の南雨落溝SD6507、西面築地SA6150の東
雨落溝S D6 1 5 1と一部が重なり、溝よりも古い。S D6 1 5 1か

らは平城宮土器Ⅱ～Ⅲのものが出土しており、S B 1 8 0 0 0 を

建設する以前のものであると推定できる。

全体の配慨計i I I l i と性格馬寮東方地区の区画全体の大き

さは、南北が北面築地S A 6 5 1 0 と南面の掘立柱塀S A 5 2 6 0

間で約1 1 9ｍ( 4 0 0尺）となり、南面築地S A5 2 6 5との間で

はやや短くなる。東西規模は東而築地をまだ検出してい

ないので不確定であるが、中軸線で折り返すと約1 1 3 ｍ

( 3 8 0 尺）の距離をとることができる。礎石建物の配置は、

中央に桁行５間で南北に庇が付くと推定される正殿

S B 1 5 7 5 0 があり、その東西に桁行2 1 間で東西庇付きの脇殿

S B5 3 0 0 . 1 8 0 0 0が対称に並ぶ。正殿の北には、南北庇付き

の東西棟で､ S B 5 3 0 5 との関係から桁行が1 1 間の可能性が

高い後殿S B 1 6 3 2 0 があり、後殿の北側柱と東西脇殿の北

妻は柱筋を揃える。各建物間の距離は、正殿心と後殿心

間が1 0 0 尺で、正殿と東西脇殿間は心々間でそれぞれ1 3 0

尺という完数値をとる。また、先述した様にS B 5 3 0 5 も各

辺が正殿、後殿、東脇殿と揃う関係にあり、全体として

非常に計画的な配置をとる（図2 9 ) 。

これまでの平城宮の調査で、建物配置がある程度明ら

かになった官簡の配置をみると、兵部省、式部省、噂積
基壇官椅（太政官か）の左右対称かそれに近い配置のパ

ターンと、宮内省、馬寮、大膳識、内膳司、造酒司など

の左右非対称配置のパターンに大きく分けることができ

る。非対称配置の官椅は、造酒司の調査で既に指摘され

ている様に、実務的な‘ 性格が強い。建物配置は左右対称
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図２９馬寮東方東区の建物配置（単位：尺）１：ＢＯＤ

にこだわらず、日常的な仕事をするのに適した配置にし

たものであろう。それに対して、対称配置のものは、大

極殿と朝堂院がまさにその配置をとることや、兵部省を

淳仁天皇が一時御在所にしたことなどを考えると、公的

な行事を行なったりする、ある程度儀礼的な空間であっ

たと推定される。その中で馬寮東方地区は規模が格段に

大きく、内裏、大極殿、朝堂院を除けば、平城宮内の左

右対称配置パターンの施設では最大のものである。

この一画の具体的な名称をうかがわせる文字資料はこ

れまでの調査では出土していない。しかし、その立地と

建物配置を考えると、『続日本紀』天平1 0 年７月発酉条や

『万葉集」巻８に出てくる、西池（佐紀池）の近くにあり、

宴会を行なった「西池宮」が有力な候補となる。この地

域は佐紀池に近いということと、左右対称に建物を配す

る大規模な施設であることから西池宮の可能性が現状で

は強いが、その決定は今後の検討課題である。いずれに

しても、今回の調査で馬寮東方地区の構造と建物配置が

明らかになったことは、平城宮の官術や宮殿など、さま

ざまな区画の‘ 性格、機能を研究する上で、重要な成果で

あると言える。（玉田芳英）

注）概報ではS A 5 3 4 0 となっているが、噂積官荷南門と番号が重複して
いるため、改称する。
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紙数の制限のため、実測図をなるべく多く掲載すること
５．ＳＫ５２ＢＢ出十十器

を主眼とし、説明は器種ごとに簡単にとどめる。

第3 7 次調査区で検出した土坑S K 5 2 8 3 は基幹排水路杯Ｂ蓋（1 ～6 4 . 6 9 ～1 4 5 ）器形、胎土、調整、焼成など
S D 5 2 8 0 の北岸に位慨し、径約２ｍを測る。出土土器のうの面からいくつかのグループに分けることが可能で、大

ち、土師器は杯Ａの細片が1 点と誰の破片が約2 0 点あるのきくＡ～Ｈ群とそれ以外に区分した。この群は従来の須
みで、ほとんど全てが須恵器である。須恵器は5 4 4 個体以恵器Ｉ～Ⅵ群に完全に対応するものではない。

上あり、その構成を表５に示した。杯Ｂ蓋が3 4 5 個体でＡ群白色粒、黒色粒を含む胎土を持つもの。焼成の具合
6 3 . 4 ％を占め、転用硯は１点も見られない。この様な術により、Ａｌ群～Ａ4 群に細別できる。Ａ１群（ｌ～５）は表

成の土器群は馬寮東方地区の何らかの性格を反映してい 面は青灰色、断面はセピア色を呈し、硬く焼きしまる。

ると考えられるが、詳細は今後の課題である。ここではＡ２群（６～1 4 . 5 1 . 5 2 ）は淡青灰色を呈し、Ａ１群に比して
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器壁が薄い。Ａ3 群（1 5 . 1 6 . 2 8 ～3 3 . 5 4 ～5 7 ）はやや軟質群は石英、長石や黒色粒子を少量含む。

に焼き上がるもの。Ａ4群（１７～2 . 3 4 . 3 5 . 5 3 ）は焼成が Ｄ群白色～灰色を呈し、多くの石英、長石粒と少量の

不良で、灰黒色や灰白色を呈する。黒色粒子を含む。Ｄ1 群～Ｄ4 群に分かれる。Ｄ1 群（6 2 ～

Ｂ群青灰色や灰白色の胎土で、多量の黒色粒子と白色6 4 . 1 1 9 . 1 2 0 ）は内面が平滑で、端部を丸くおさめるもの。
粒子を交える。黒色粒子はナデや削りで墨を引いたようＤ2 群（8 0 ～8 4 . 1 2 1 ～1 2 5 ）は内面の仕上げが粗いもの。

に流れる。硬質に焼きあがるＢ1 群( 2 2 ～2 4 . 4 3 ～4 5 ）とやＤ3 群（1 2 6 ～1 3 0 ）はやや軟質で、黒色粒子が流れる。端

や軟質で白色粘土を含むB2 群( 4 6 ～5 0 . 5 8 ）に分かれる。部には浅い沈線を入れる。Ｄ4 群（1 0 8 ～1 1 1 . 1 3 1 ～1 3 6 ）は

Ｃ群灰色～淡青灰色を呈して極めて硬質に焼きあがり、白色～青灰色を呈し、多くの白色・黒色粒子を含む。

C l 群（2 5 ～2 7 . 5 9 . 6 0 ) 、Ｃ2群（3 6 ～4 2 . 6 1 ）に分かれる。Ｅ群（1 4 2 ～1 4 5 ）暗青灰色を呈し、特に多くの黒色粒子
C 1 群は水簸した様な胎土で、砂粒をほとんど含まず、Ｃ２を含む。つまみは小型である。
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I I l l B捲（65～68）６５はＢ1群、６６はB2群、６７はＣ1群、６８は

G群に属する。６６は尾張産の可能性がある。

1 5 1 ～1 7 0 は杯Ａで、1 5 8 ～1 7 0 は底部をロクロ削りする。

1 7 0 は底部外而に「× 」の線刻がある。

171～176は杯B、177 . 178はⅢＡ，179はⅢＤ、１８０．１８１

は高杯、1 8 2は盤Ａ、1 8 3は壷Ｍ、1 4 6～1 5 0は壷蓋である。

なお、土器の産地については総社市教委の武田恭彰氏、

各務原l i j 教委の渡辺博人氏に教示を得た。

（川越俊一・玉田芳英）

表５ＳＫ５２ＢＢ出土須恵器の構成

器種個体数比率 ( % ）器種個体数比率 ( % ）
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Ｆ群（6 9 ～７４．１１２～１１５）淡灰色～淡黄灰色で、白色・黒

色粒子は少なく、内面は平滑である。

Ｇ群（75～79 . 116～118 . 140 . 141）灰黒色を呈し軟質で、

白色・黒色の微砂粒を多く含む。

Ｈ群硬質に焼きあがり、内面は灰白～青灰色を呈し、

外面に降灰が見られる。白色・黒色粒子を含む。つまみ

は多様な形態を示し、1 1 1 群～Ｈ4 群に分けられる。Ｈ１群

( 8 5～94 . 1 0 7 ) は灰白色でつまみは円柱状､Ｈ２群( 95～100）

は青灰色でつまみが算盤l § 状になり、黒色粒子は極めて少

ない。Ｈ3 群（1 0 1 ～1 0 6 ）は淡青灰色でつまみは乳頭状の

もの。Ｈ4群（1 3 7 ～1 3 9 ）はその他を一括した

これらの群別は産地の差を反映したもので、従来の群

別との比較ではＡ群がＩ群、Ｂ群がⅡ僻、Ｃ群がⅢ群、Ｄ１

群がⅥ群にほぼ対応する。Ｄ2 群とＤ3 群の一部（8 0 . 8 1 .

1 2 2 ～1 2 9 ）は備前産の可能性が強い。Ａ～I I 群に属さない

ものも1 3 0 個体以上あるが、今回は割愛した。
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